
立
教
大
学
文
学
部
の
歴
史

立
教
大
学
文
学
部
は
二
〇
〇
七
年
に
創
設
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
大
学
の
歴
史
は
、
一
〇
〇
年
よ
り
も
さ
ら
に
前
、
一
八
七
四

年
に
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
主
教
が
、
築
地
に
立
教
を

創
立
（
私
塾
）
し
た
と
き
ま
で
遡
り
ま
す
。
そ
の
後
、
一
九
〇
七
年

に
専
門
学
校
令
に
よ
り
立
教
大
学
が
認
可
さ
れ
、
商
科
と
文
科
が
設

置
さ
れ
て
、
こ
の
と
き
を
文
学
部
の
誕
生
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
一
〇
〇
年
が
経
ち
ま
し
た
。

池
袋
に
は
一
九
一
八
年
に
移
転
し
、
戦
争
中
の
一
時
閉
鎖
を
経
て
、

一
九
四
六
年
に
キ
リ
ス
ト
教
学
科
・
英
米
文
学
科
の
二
学
科
で
文

学
部
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
四
九
年
に
新
制
大
学
へ
移
行
し
、

そ
の
後
、
文
学
部
は
学
科
を
増
や
し
、
八
学
科
と
な
り
ま
し
た
が
、

二
〇
〇
六
年
度
に
現
在
の
学
科
体
制
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
学
科
、

文
学
科
（
英
米
文
学
専
修
、
ド
イ
ツ
文
学
専
修
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
専

修
、
日
本
文
学
専
修
、
文
芸
・
思
想
専
修
）
、
史
学
科
（
世
界
史
学

専
修
、
日
本
史
学
専
修
、
超
域
文
化
学
専
修
）
、
教
育
学
科
の
四
学

科
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
度
ま
で
は
、
心
理
学
科
も
文
学
部
内
に
あ
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
二
〇
〇
六
年
に
現
代
心
理
学
部
が
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
に
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
心
理
学
科
は
そ
ち
ら
の
学
部
に
移
り

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
学
部
の
中
に
文
学
部
の
比
較
文
芸
・
思
想
コ
ー
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●
事
例
紹
介

●

立
教
大
学
文
学
部
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
に
お
け
る

学
生
の
活
動
に
つ
い
て

安
藤
文
子

（
立
教
大
学
教
務
部
人
文
科
学
系
事
務
室
課
長
）



補
者
で
あ
っ
た
鳥
飼
玖
美
子
教
授
に
講
演
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
講
演
依
頼
の
交
渉
、
チ
ラ
シ
作
り
、
当

日
の
運
営
等
に
奔
走
し
、
「
若
者
が
求
め
る
人
間
関
係
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
公
開
講
演
会
を
開
催
し
、
聴
衆
の
評
判
も
良
く
、
無
事
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
度
に
入
り
、
学
生
の
活
動
は
「
豊
島
こ
ど
も
大
学
」

と
い
う
企
画
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
文
学
部
一
〇

〇
周
年
記
念
行
事
の
一
環
で
、
立
教
大
学
・
豊
島
区
・
東
京
芸
術
劇

場
（
池
袋
）
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

豊
島
区
内
の
小
学
生
か
ら
「
豊
島
こ
ど
も
大
学
」
へ
の
応
募
を
つ

の
り
、
多
数
の
応
募
者
よ
り

抽
選
で
四
〇
名
の
こ
ど
も
た

ち
が
次
の
よ
う
な
行
事
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
開
校
式

：

立
教
大
学
の

教
室
で
、
教
員
と
学
生

が
入
学
式
や
博
士
学
位

授
与
式
の
よ
う
に
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
ガ
ウ
ン
と
帽

子
を
着
用
し
、
雰
囲
気

を
演
出
。

・
近
藤
良
平
さ
ん
と
遊
ぶ

：

ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
主
催
者
、
近
藤

良
平
氏
の
指
導
の
も
と
、
大
学
の
一
〇
〇
〇
人
規
模
の
タ
ッ
カ
ー
・

ホ
ー
ル
全
体
（
客
席
、
ロ
ビ
ー
ま
で
も
）
が
、
電
車
ご
っ
ご
の

広
場
と
化
し
、
大
フ
ィ
ー
バ
ー
。

・
豊
島
区
宝
探
し

：

立
教
大
学
に
隣
接
す
る
江
戸
川
乱
歩
邸
を
は

じ
め
豊
島
区
内
の
文
化
的
ス
ポ
ッ
ト
に
こ
ど
も
た
ち
を
案
内
し

て
解
説
。

・
メ
イ
ク
で
変
身
体
験

：

東
京
芸
術
劇
場
の
舞
台
裏
を
探
検
。

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
行
列

：

一
般
参
加
の
方
々
と
と
も
に
池
袋
の

街
と
大
学
構
内
を

仮
装
行
列
。

・
区
長
と
夢
会
議

：

豊
島
区
議
会
場
で

小
学
生
が
区
長
に

質
問
。

・
卒
業
式

：

立
教
大

学
の
チ
ャ
ペ
ル
で

お
ご
そ
か
に
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の

「
豊
島
こ
ど
も
大
学
」

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
二
〇
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ハロウィン

卒 業 式

ス
か
ら
発
展
し
た
映
像
身
体
学
科
も
創
ら
れ
ま
し
た
。
文
学
部
の
歴

史
の
中
に
は
、
社
会
（
学
）
科
も
存
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、
現
在
は

社
会
学
部
と
し
て
独
立
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
〇
〇
年
の
間

に
文
学
部
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
学
部
が
二
学
部
あ
り
ま
す
。

文
学
研
究
科
内
に
は
、
組
織
神
学
専
攻
、
英
米
文
学
専
攻
、
日
本

文
学
専
攻
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
専
攻
、
ド
イ
ツ
文
学
専
攻
、
史
学
専
攻
、

地
理
学
専
攻
、
教
育
学
専
攻
、
比
較
文
明
学
専
攻
が
あ
り
、
心
理
学

専
攻
は
、
二
〇
〇
六
年
度
に
現
代
心
理
学
研
究
科
と
し
て
独
立
し
ま

し
た
。

以
上
が
立
教
大
学
文
学
部
の
簡
単
な
歴
史
で
す
が
、
こ
の
歴
史
の

中
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
一
九
七
三
年
に
「
文
学
部

集
会
開
始
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
集
会
は
現
在
ま
で
も

続
い
て
い
ま
す
。
毎
年
一
一
月
半
ば
過
ぎ
に
、
午
後
三
時
以
後
の
文

学
部
の
授
業
を
休
講
に
し
、
文
学
部
教
員
、
学
生
、
文
学
部
関
係
職

員
が
参
加
し
て
、
次
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
示
を
行
う
集
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
学
生
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
を
受
け
付
け
る
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
一
九
六
九
年
の
学
生
紛
争
後
に
設
け
ら
れ

た
集
会
で
、
教
員
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
も
同
時
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

学
生
が
大
学
運
営
に
参
加
す
る
と
い
う
ひ
と
つ
の
か
た
ち
が
、
こ

こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
生
は
、
次
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ

い
て
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
学
院
生
か
ら
学
会
発
表
奨
励
金
が
国
内
の
学
会
だ
け
に
し
か
支
給

さ
れ
な
い
こ
と
へ
の
異
議
が
出
さ
れ
た
翌
々
年
に
は
、
海
外
の
学
会

に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
図
書
の
貸
し
出
し
期
間
を
長
く
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
に
は
、
す
ぐ
に
図
書
委
員
会
が
検
討
に
入
る

と
い
う
具
合
で
す
。
そ
の
よ
う
な
集
会
が
三
四
年
間
続
い
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

文
学
部
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
運
営
へ
の
学
生
の
か
か
わ
り

文
学
部
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八

年
ま
で
三
年
間
に
わ
た
り
開
催
し
て
い
ま
す
。
作
家
や
専
門
家
を
招

い
て
の
各
種
公
開
講
演
会
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
企
画
の
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
企
画
は
、
主
に
各
学
科
・
専
修
か
ら
提

案
さ
れ
ま
す
が
、
二
〇
〇
六
年
度
に
は
、
そ
の
中
に
学
生
か
ら
の
公

開
講
演
会
開
催
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

「
一
〇
〇
祭
」
と
い
う
文
学
部
の
学
生
に
よ
る
文
学
部
一
〇
〇
周

年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
公
開

講
演
会
を
開
催
し
た
い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
何
人
か

の
講
演
会
講
師
候
補
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
外
部
講
演
者
と
は
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
が
難
し
く
、
紆
余
曲
折
し
た
結
果
、
学
内
の
候
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講
演
会
レ
ポ
ー
ト
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
な
企
画
は
、
文
学
部
一
〇
〇
周
年
記

念
行
事
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
開
催
さ
れ
た
多
様
な
企
画
を
半
年
ご

と
に
ま
と
め
た
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
発
行
も
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

の
中
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ポ
ー

ト
を
、
主
に
そ
の
企
画
を
提
案
し
た
学
科
・
専
修
か
ら
推
薦
さ
れ
た

学
生
に
約
八
〇
〇
字
で
ま
と
め
て
も
ら
い
、
そ
の
編
集
、
発
行
業
務

を
、
"S
t.
P
a
u
l's
C
a
m
p
u
s"
と
い
う
雑
誌
を
発
行
し
て
い
る
立
教

大
学
の
サ
ー
ク
ル
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
依
頼
し
て
い
ま
す
。

文
学
部
の
企
画
・
広
報
委
員
長
と
事
務
局
、
そ
れ
に
"S
t.
P
a
u
l's

C
a
m
p
u
s"
の
メ
ン
バ
ー
と
で
打
ち
合
わ
せ
を
持
ち
、
諸
経
費
、
部

数
、
タ
イ
ト
ル
、
発
行
時
期
を
調
整
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は

"lit's"
に
決
ま
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。

「
"lit"

と
は
litera

tu
re（
文
学
）
の
略
称
で
す
が
、
動
詞
lig
h
t

の
過
去
分
詞
形
で
明
る
く
照
ら
さ
れ
た
と
い
う
意
味
に
も
な
り
ま

す
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
通
し
て
二
〇
〇
七
年
に
一
〇
〇
周
年

を
迎
え
る
立
教
大
学
文
学
部
の
輝
き
を
学
生
の
視
点
か
ら
発
信
し
て

い
き
ま
す
」
と
第
一
号
に
彼
ら
は
書
い
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
タ
イ
ト
ル
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
レ
ポ
ー
ト
を
執

筆
し
た
学
生
と
の
編
集
作
業
上
の
打
ち
合
わ
せ
等
、
す
べ
て
を
編
集

の
学
生
が
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
必
要
な
執

筆
者
の
連
絡
先
を
編
集
担
当
者
に
伝
え
て
よ
い
か
ど
う
か
の
執
筆
者

の
了
解
ま
で
は
事
務
局
で
と
っ
て
い
ま
す
。

"lit's"
は
、
文
学
部
の
在
学
生
に
配
付
す
る
ほ
か
、
全
国
約
一
三

〇
〇
校
の
高
校
に
文
学
部
の
広
報
と
し
て
送
っ
て
い
ま
す
。

以
上
が
、
立
教
大
学
文
学
部
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
運
営
へ
の
学

生
の
参
加
と
主
な
活
動
で
す
。
文
学
部
一
〇
〇
周
年
企
画
に
対
し
て
、

経
済
学
部
の
学
生
が
関
わ
っ
て
き
た
り
、
"lit's"

の
編
集
も
文
学
部

だ
け
で
は
な
く
、
他
学
部
の
学
生
も
担
当
し
て
お
り
、
学
生
の
活
動

が
文
学
部
を
超
え
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
こ
と
が
、
一
〇
〇
周
年
記
念

行
事
そ
の
も
の
の
ひ
ろ
が
り
と
重
な
り
、
大
学
全
体
の
学
生
の
関
心

や
未
来
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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ニューズレター "lit's"

〇
六
年
度
の
「
一
〇
〇
祭
」
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
が
新
た
な
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
、
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
担
当
教
員
と
打
ち
合
わ
せ

を
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
を
し
、
当
日
は
、
こ

ど
も
た
ち
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

「
豊
島
こ
ど
も
大
学
」
は
、
こ
の
ほ
か
に
番
外
企
画
と
し
て
六
大

学
野
球
応
援
ツ
ア
ー
も
開
催
し
、
こ
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
も
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

未
来
の
声
を
聴
こ
う

立
教
大
学
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
未
来
の
声
を
聴
こ
う
」
は
、
こ

の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
各
学
部
が
企
画
を
立
案
し
て
い
ま
す
。
二
〇

〇
七
年
度
の
文
学
部
の
企
画
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら

始
め
ら
れ
た

「
立
教

映
画

人
」

シ
リ
ー
ズ
で
、
一
二

月
に

冨
樫

森
監

督
の

『
天

使

の
卵
』
を
上
映
し
、
原
作
者
で
あ
る
村
山
由
佳
氏
に
監
督
と
対
談
し

て
い
た
だ
く
案
で
し
た
。
お
二
人
と
も
立
教
大
学
文
学
部
の
ご
出
身

で
す
の
で
、
一
〇
〇
周
年
記
念
企
画
に
ふ
さ
わ
し
い
ゲ
ス
ト
と
考
え

て
の
こ
と
で
す
。

こ
の
企
画
は
二
〇
〇
七
年
の
春
に
は
学
内
の
広
報
に
出
ま
し
た
が
、

夏
の
終
り
に
経
済
学
部
二
年
生
の
学
生
三
名
が
、
自
分
た
ち
の
ゼ
ミ

の
課
題
で
あ
る
「
学
生
以
外
の
団
体
と
協
力
し
、
携
帯
電
話
を
用
い

た
動
画
配
信
を
行
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
た
め
に
、
こ
の

「
立
教

映
画

人
」
の

Ｐ
Ｒ
と
当
日
の
対

談
内

容
の
一
部
を
、

携
帯

電

話
で
動
画
配
信
す
る
と
い
う
企
画
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

文
学
部
長
、
企
画
・
広
報
委
員
長
と
対
応
を
話
し
合
い
、
そ
の
結

果
、
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
の
で
、
文
学
部
と
し
て
新
し
い
Ｐ

Ｒ
方

法
を
試
み
る
こ
と
は
可
と
す
る
が
、
対

談
の
配
信
に
つ
い
て
は
、

出
演

者
の
ご
判

断
を
尊
重
す
る
と
決
め
、

Ｐ
Ｒ

方
法
も
含
め
、

出
演
者
の

了
解
を
い
た
だ
く
こ
と
を
条

件
に
し
ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
か

ら
出
演
者
に
学
生
の
企
画
を
説
明
し
、
文
学
部
の
結

論
を
伝
え
、
学

生
が
直

接
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
に
連
絡
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
良
い

か
ど
う
か
を
確

認
し
た
後
、
学
生
に
ま
か
せ
ま
し
た
。
学
生
が
進
行

状

況
を
事
務
局
に
報
告
し
つ
つ
慎
重
に
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

『
天
使
の
卵
』
の
上
映
会
と
出
演
の
お
二
人
の
対
談
は
、
二
〇
〇

七
年
一
二
月
一
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
Ｐ
Ｒ

の
画
像
作
り
か
ら
、
か
な
り
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
始
め
ま
し

た
が
、
携
帯
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
、
当
日
は
、
三
脚
に

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
据
付
け
て
、
対
談
の
一
部
を
動
画
配
信
す
る
た
め

の
画
像
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の
取
材
は
、
上
映
会
開

始
前
の
会

場
の
様

子
か
ら

始
め
ら
れ
、
彼
ら
の
記

録
は
、

今
回
の

「
立
教

映
画

人
」
の
企
画
・
運
営
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
の
意
味
を

持
つ
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。
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